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そ

ベントの内容を充実す

の

ることにより、囲碁文

他

化の向上と振興に寄
与

　

できました。

Ａ：成果

】

があがった

【協働： 】

目的・目標 事業の概要

２.事業の検証

指標名 単位

説明・算定式

活動指標① 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度
目

標

実

績

指標名 単位

説明・算定式

活動指標② 平成

１

18年度 平成19年度

.

平成20年度 平成21

事

年度 平成22年度 平成

業

23年度 平成24年度

の

目

標

実

績

指標名 単位

説

位

明・算定式

成果指標①

置

平成18年度 平成19

付

年度 平成20年度 平成

け

21年度 平成22年度

事

平成23年度 平成24

務

年度
目

標

実

績

指標名 単

事

位

説明・算定式

成果指

業

標② 平成18年度 平成

名

19年度 平成20年度

事

平成21年度 平成22

業

年度 平成23年度 平成

担

24年度
目

標

実

績

当

予

進捗状況
遅れ

算

ている理由

平成20年

科

度の主な取組と成果

平

目

成20年度
の検証結果

事

事業評価シート (平

業

成20年度分) 頁

囲碁

種

文化振興事業

市民部　

類

文化・交流課

01－0 ハ30106－1700 ー00 ○ ●

01 基本目標

ド

１　　豊かな心をはぐ

ソ

くみ、よろこびとふれ

フ

あいにあふれたまち
総

ト

合計画の
02 ②〈感性

根

〉　　生涯学習や文化

拠

などを通じ、豊かな感

法

性をはぐくむ
位置付け

令

02 2 優れた芸術・

等

文化を鑑賞する機会を

対

充実する

文化芸術振興

象

基本法

市民

■ □ □ □ 平

・

塚市文化財団

囲碁に関

受

連した各種イベントを

益

開催することにより、

者

囲碁文化 囲碁文化の向

事

上と振興のため、各種

業

イベントなどを実施し

期

ます
の向上と振興が図

間

られています。 。

囲碁

委

普及事業数 事業

－

23

託

25 25 25 25 25

、

22 20

囲碁普及事業

協

参加者数 人

－

9,60

働

0 9,700 9,80

【

0 9,800 9,80

委

0 9,800

8,71

託

4 9,801

②：若干

：

遅れている

「囲碁サミ

3

ット」の開催に伴い、

セ

事業数を減らして対応

ク

したため。

全国初とな

・

る「囲碁サミット」を

財

開催し「囲碁のまちひ

団

らつか」を全国に発信

企

できました。また、棋

業

聖戦、女流棋聖戦の誘

Ｎ

致、
各種囲碁大会、女

Ｐ

性・子どもを対象とし

Ｏ

た囲碁教室等、各種イ
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位

1,800 11,80

施

0 11,800

－ － －

策

0.00 0.55 0.

へ

55 0.50 0.50

の

0.50 0.50

0.

貢

00 0.00 0.00

献

0.05 0.05 0.

高

05 0.05

0 4,6

市

16 4,616 4,3

民

51 4,351 4,3

満

51 4,351

0 16

足

,506 19,994

度

20,151 16,1

を

51 16,151 16

高

,151

○ ● ○ ○ ○ ○

め

○

囲碁文化の普及・振

る

興を目的として、今後

方

も各種イベントの数、

策

参加者を拡大して継続

業

していきます。

今後も

有

、効率的な事業実施の

効

検討や事務経費の見直

性

しを行い、事業効果を

継

高めていく必要があり

続

ます。

囲碁文化の普及

に

・振興を目的として、

よ

今後も各種イベン
トの

る

数、参加者を拡大して

成

継続し、囲碁人口の裾

果

野の拡
大を図っていき

向

たいと考えています。

上の可能性 低
その他

事業の目的､対象､内容
分 高

受益者負担､補助額
妥当性 中

業務の執行体制(人員配置､業務分担)
低

その他
析

業務プロセス改善による効率化の方策
高

コスト削減の可能性
効率性 中

事業手法(民活の余地､事業形態の検討)
低

その他

今後に向けた課題の分析

３.年度別事業内容・事業費 （単位：千円）

平成18年度 平成19年度 平成20年度 平

項

成21年度 平成22年

目

度 平成23年度 平成2

分

4年度

決算額 決算額 決

析

算額 予算額 試算額 試算

の

額 試算額

事業内容

国庫

視

支出金
財

県支出金
源

起

点

債
内

その他　特財
訳

一

左

般財源

事業費（A）

執

記

行率（%）

内 職員（人

の

）

訳 再任用（人）

人件

視

費（B）

フルコスト（

点

A+B）

に関

４.今後の事業展開

す

（担当課としての提案

る

）
平成22年度の事業

分

の方向性

現状の規模で

析

継続 拡大して継続 縮小

・

して継続 廃止 休止 終了

課

他事業と統合

＜判断理

題

由＞

平成22年度の取

の

組方針

課長コメント

■
抽

市民ニーズや「文化芸

出

術振興基本法」による

総

規定、文化
●□ 振興の

合

安定性、継続性の確保

評

の観点から必要性は高

価

い。

■ ○
□
■ 事業展開

市

の改善を図りながら、

民

有効性を高めていくこ

ニ

と
●■ が必要です。

■

ー

○
□
■ 本市の貴重な文

ズ

化資源である囲碁文化

高

の普及、振興の観
●

□

事

点から目的、対象、内

業

容ともに妥当性は高い

目

。
○

□
○

□
■ 事業経費

的

は、更なるコスト削減

の

に取り組む必要があり

達

ま
●

□ す。
○

■
○

□

必

成

要性、有効性、妥当性

状

、効率性の総合評価は

況

高い。効率性の部分で

必

、事務経費は更なるコ

要

スト削減に取り組みま

性

す。

各種イベントなど

市

各種イベントなど各種

の

イベントなど各種イベ

関

ント等の各種イベント

与

等の各種イベント等の

の

の実施 の実施 の実施 実

必

施 実施 実施

0 0 0 0 0

要

0 0

0 0 0 0 0 0 0

0

性

0 0 0 0 0 0

0 0 0 1

低

5,800 0 0 0

0 1

事

1,890 15,37

そ

8 0 11,800 11

の

,800 11,800

他

0 11,890 15,

上

378 15,800 1
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展開 平成21年度への展開 平成22年度への展開

今後に向けた
課題

事業の方向性

取組方針

事業区分

※実施計画事業評価は、昨年度の事業を評価し、来年度の予算編成の参考としています。

－ Ａ：成果があがった Ａ：成果があがった

－ ①：予定どおり ②：若干遅れている

事業数は昨年より１事業少なかった 全国初となる「囲碁サミット」を開
が、女流棋聖戦の誘致、各種囲碁大 催し「囲碁のまちひらつか」を全国
会、女性・子どもを対象とした囲碁 に発信できました。また、棋聖戦、
教室等、各種イベントの内容を充実 女流棋聖戦の誘致、各種囲碁大会、
することにより、囲碁文化の向上と 女性・子どもを対象とした囲碁教室
振興に寄与した。 等、各種イベントの内容を充実する

ことにより、

５

囲碁文化の向上と振興

.

に寄与できました。

必

事

要性、有効性、妥当性

業

、効率性の 必要性、有

展

効性、妥当性、効率性

開

の
総合評価は高い。効

の

率性の部分で、 総合評

経

価は高い。効率性の部

緯

分で、
事務経費は更な

平

るコスト削減に取り 事

成

務経費は更なるコスト

1

削減に取り
組む。 組み

8

ます。

－ 拡大して継続

年

拡大して継続

今後も、

度

効率的な事業実施の検

事

討や 今後も、効率的な

業

事業実施の検討や
事務

分

経費の見直しを行い、

平

事業効果 事務経費の見

成

直しを行い、事業効果

1

を高めていく必要があ

9

る。 を高めていく必要

年

があります。

－ 実施計

度

画事業 実施計画事業

事業分 平成20年度事業分

進捗状況

主な取組と成果

検証結果

平成20年度への
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そ

644 503

①：予定

の

どおり

２０年度は夏期

他

特別展「こだわりの１

　

００選」展、秋期特別

】

展「金目川物語」展、

【

春期特別展「加藤あき

協

さんのスケッチ帳より

働

」展の３回開催し、「

：

博物館まつり」は博物

】

館で活動している各サ

目

ークルの１年間の活動

的

成果を展示し、発表会

・

を行いました。
これら

目

により特別展事業の充

標

実を図ることができま

事

した。

Ａ：成果があが

業

った

の概要

２.事業の検証

指標名 単位

説明・算定式

活動指標① 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度
目

標

実

績

指標名 単位

説明・算定式

活動指標② 平成

１

18年度 平成19年度

.

平成20年度 平成21

事

年度 平成22年度 平成

業

23年度 平成24年度

の

目

標

実

績

指標名 単位

説

位

明・算定式

成果指標①

置

平成18年度 平成19

付

年度 平成20年度 平成

け

21年度 平成22年度

事

平成23年度 平成24

務

年度
目

標

実

績

指標名 単

事

位

説明・算定式

成果指

業

標② 平成18年度 平成

名

19年度 平成20年度

事

平成21年度 平成22

業

年度 平成23年度 平成

担

24年度
目

標

実

績

当

予

進捗状況
遅れ

算

ている理由

平成20年

科

度の主な取組と成果

平

目

成20年度
の検証結果

事

事業評価シート (平

業

成20年度分) 頁

博物

種

館特別展事業

社会教育

類

部　博物館

01－10 ハ0504－01000 ー0 ○ ●

01 基本目標１

ド

　　豊かな心をはぐく

ソ

み、よろこびとふれあ

フ

いにあふれたまち
総合

ト

計画の
02 ②〈感性〉

根

　　生涯学習や文化な

拠

どを通じ、豊かな感性

法

をはぐくむ
位置付け

0

令

2 2 優れた芸術・文

等

化を鑑賞する機会を充

対

実する

市民

□ □ □ □ 館

象

事業参加市民

学芸員の

・

研究成果が特別展で公

受

開され、市民の知的共

益

有財産と 学芸員が収集

者

・調査・研究した成果

事

を市民の知的共有財産

業

とす
なっています。 る

期

ため、特別展を開催し

間

、その成果を分かりや

委

すく具体的に展
示しま

託

す。

特別展開催日数 日

、

夏期・秋期・春期特別

協

展、企画展、博物館ま

働

つりの開催日数

138

【

150 150 150 1

委

50 150

159 15

託

7

特別展関連事業開催

：

日数 日

期間中の講演会

3

・見学会等

13 20 2

セ

0 20 20 20

20 3

ク

3

特別展開催期間中の

・

入館者数 人

－

37,0

財

00 37,000 38

団

,000 38,000

企

38,000 38,0

業

00

31,728 44

Ｎ

,664

図録売上部数

Ｐ

部

－

500 550 55

Ｏ

0 550 550 550
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位

も特別展事業の充実は

施

欠かせないと考えます

策

。

「平塚の地盤展」「

へ

金目川展」など「相模

の

川の水運展地質部門等

貢

の特別民俗部門等の特

献

別生物部門等の特別

な

高

どの特別展の開の特別

市

展の開催 」などの特別

民

展の展の開催 展の開催

満

展の開催

催 開催

0 0 0

足

0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

度

0

0 0 0 0 0 0 0

0 1

を

,933 1,407 1

高

,198 1,200 0

め

0

0 6,259 5,2

る

27 5,547 5,8

方

00 7,000 7,0

策

00

0 8,192 6,

業

634 6,745 7,

有

000 7,000 7,

効

000

－ － －

0.00

性

0.85 0.85 0.

継

85 1.00 1.00

続

1.00

0.00 0.

に

00 0.00 0.00

よ

0.00 0.00 0.

る

00

0 7,133 7,

成

133 7,103 8,

果

356 8,356 8,

向

356

0 15,325

上

13,767 13,8

の

48 15,356 15

可

,356 15,356

能

● ○ ○ ○ ○ ○ ○

博物館

性

が市民と協働で実施し

低

ている調査活動成果を

そ

公表するために、今後

の

も特別展事業の充実は

他

欠かせないと考えます

事

。

特別展の外注部分で

業

ある図録、ポスターな

の

どの印刷の編集作業部

目

分は職員がやっており

的

、これ以上の削減は難

､

しい環境にありま
すが

対

、使いやすいソフトの

象

購入などでかかわる時

､

間数などの改善を図り

内

ます。

特別展事業を通

容

して、様々な情報を発

分

信し、その情報を
市民

高

と共有することによっ

受

て、魅力あるまちづく

益

りに寄
与できるものと

者

考えます。

負担､補助額
妥当性 中

業務の執行体制(人員配置､業務分担)
低

その他
析

業務プロセス改善による効率化の方策
高

コスト削減の可能性
効率性 中

事業手法(民活の余地､事業形態の検討)
低

その他

今後に向けた課題の分析

３.年度別事業内容・事業費 （単位：千円）

平成18年度 平成19年度 平成20年度 平

項

成21年度 平成22年

目

度 平成23年度 平成2

分

4年度

決算額 決算額 決

析

算額 予算額 試算額 試算

の

額 試算額

事業内容

国庫

視

支出金
財

県支出金
源

起

点

債
内

その他　特財
訳

一

左

般財源

事業費（A）

執

記

行率（%）

内 職員（人

の

）

訳 再任用（人）

人件

視

費（B）

フルコスト（

点

A+B）

に関

４.今後の事業展開

す

（担当課としての提案

る

）
平成22年度の事業

分

の方向性

現状の規模で

析

継続 拡大して継続 縮小

・

して継続 廃止 休止 終了

課

他事業と統合

＜判断理

題

由＞

平成22年度の取

の

組方針

課長コメント

■
抽

博物館で進めた調査研

出

究、市民との協働によ

総

る調査の成
●■ 果をい

合

ち早く市民に公表しま

評

す。また、博物館まつ

価

りは

■ 博物館事業に参

市

加する市民が企画運営

民

することで満足度 ○
□

ニ

を高くするものであり

ー

、必要です。

□ 特別展

ズ

は日常の調査や資料収

高

集活動を市民と協働し

事

て実
●■ 施した成果発

業

表の場であり、市民の

目

関心もあります。継

■

的

続することで地域情報

の

の蓄積がされます。 ○

達

□
■ 博物館で進めた調

成

査研究、市民との協働

状

による調査の成
●

□ 果

況

を踏まえ、市民に地域

必

の資料などを展示し、

要

観察会、
○

□ 体験学習

性

、講座などを行うこと

市

は、地域博物館の使命

の

に
○

□ 合致します。

■

関

調査資料の整理、写真

与

データの保存等に館独

の

自のシステ
●

□ ムを構

必

築し、活用しています

要

。データ入力などは市

性

民と
○

□ 協働で進めて

低

いることもあり、かな

事

りのコスト削減を進
○

そ

□ めています。

博物館

の

が市民と協働で実施し

他

ている調査活動成果を

上

公表するために、今後
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展開 平成21年度への展開 平成22年度への展開

今後に向けた
課題

事業の方向性

取組方針

事業区分

※実施計画事業評価は、昨年度の事業を評価し、来年度の予算編成の参考としています。

－ Ａ：成果があがった Ａ：成果があがった

－ ①：予定どおり ①：予定どおり

特別展は開館以来年３回開催してい ２０年度は夏期特別展「こだわりの
るが、平成１９年度は企画展を１つ １００選」展、秋期特別展「金目川
追加開催した。企画展「科博コラボ 物語」展、春期特別展「加藤あきさ
ミュージアムｉｎ平塚－今年はうる んのスケッチ帳より」展の３回開催
う年」は国立科学博物館理工学部門 し、「博物館まつり」は博物館で活
と共同で実施した。「博物館まつり 動している各サークルの１年間の活

５

」は博物館で活動して

.

いる各サーク 動成果を

事

展示し、発表会を行い

業

まし
ルの１年間の活動

展

成果を展示し、発 た。

開

これらにより特別展事

の

業の充実
表会を行った

経

。これらにより特別展

緯

を図ることができまし

平

た。
事業の充実を図る

成

ことができた。

博物館

1

が市民と協働で実施し

8

ている 博物館が市民と

年

協働で実施している
調

度

査活動成果を公表する

事

ために、今 調査活動成

業

果を公表するために、

分

今
後も特別展事業の充

平

実は欠かせない 後も特

成

別展事業の充実は欠か

1

せない
と考える。 と考

9

えます。

－ 現状の規模

年

で継続 現状の規模で継

度

続

特別展の外注部分で

事

ある図録、ポス 特別展

業

の外注部分である図録

分

、ポス
ターなどの印刷

平

の編集作業部分は職 タ

成

ーなどの印刷の編集作

2

業部分は職
員がやって

0

おり、これ以上の削減

年

は 員がやっており、こ

度

れ以上の削減は
難しい

事

環境にあるが、使いや

業

すいソ 難しい環境にあ

分

りますが、使いやす
フ

進

トの購入などでかかわ

捗

る時間数な いソフトの

状

購入などでかかわる時

況

間
どの改善を図る。 数

主

などの改善を図ります

な

。

－ 実施計画事業 実施

取

計画事業

組と成果

検証結果

平成20年度への
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そ

覧者数となりました。

の

Ａ：成果があがった

他　】 【協働： 】

目的・目標 事業の概要

２.事業の検証

指標名 単位

説明・算定式

活動指標① 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度
目

標

実

績

指標名 単位

説明・算定式

活動指標② 平成

１

18年度 平成19年度

.

平成20年度 平成21

事

年度 平成22年度 平成

業

23年度 平成24年度

の

目

標

実

績

指標名 単位

説

位

明・算定式

成果指標①

置

平成18年度 平成19

付

年度 平成20年度 平成

け

21年度 平成22年度

事

平成23年度 平成24

務

年度
目

標

実

績

指標名 単

事

位

説明・算定式

成果指

業

標② 平成18年度 平成

名

19年度 平成20年度

事

平成21年度 平成22

業

年度 平成23年度 平成

担

24年度
目

標

実

績

当

予

進捗状況
遅れ

算

ている理由

平成20年

科

度の主な取組と成果

平

目

成20年度
の検証結果

事

事業評価シート (平

業

成20年度分) 頁

魅力

種

ある展覧会開催事業

社

類

会教育部　美術館

01 ハ－100506－01 ー0000 ○ ●

01 基本

ド

目標１　　豊かな心を

ソ

はぐくみ、よろこびと

フ

ふれあいにあふれたま

ト

ち
総合計画の

02 ②〈

根

感性〉　　生涯学習や

拠

文化などを通じ、豊か

法

な感性をはぐくむ
位置

令

付け
02 2 優れた芸

等

術・文化を鑑賞する機

対

会を充実する

観覧者

□

象

□ □ □

小中学生対象の

・

展覧会や、知名度のあ

受

る作家や映像作品展等

益

を 国内外の優れた近現

者

代美術作品に接する機

事

会を充実するため、
開

業

催することにより、新

期

たな観客層が増加して

間

います。 テーマを設定

委

した企画展と所蔵品を

託

活用した特集展を開催

、

しま
す。

企画展・特集

協

展開催回数 回

－

12 1

働

3 12 12 12 12

1

【

2 12

企画展・特集展

委

観覧者数 人

－

60,0

託

00 80,000 80

：

,000 80,000

3

80,000 80,0

セ

00

118,839 7

ク

6,286

①：予定ど

・

おり

絵本作家の田島征

財

三展や速水御舟展、地

団

元作家の展覧会など年

企

間１２本の展覧会を開

業

催した結果、親子連れ

Ｎ

から高齢者まで幅広
い

Ｐ

年代層の観覧があり、

Ｏ

７万６千人を超える観
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位

000 45,000

－

施

－ －

0.00 3.55

策

3.55 3.05 3.

へ

05 3.05 3.05

の

0.00 0.00 0.

貢

00 0.10 0.10

献

0.10 0.10

0 2

高

9,789 29,78

市

9 25,831 25,

民

831 25,831 2

満

5,831

0 72,6

足

46 83,165 71

度

,262 70,831

を

75,831 70,8

高

31

● ○ ○ ○ ○ ○ ○

近

め

現代の作品の展覧会や

る

親子連れが関心を持つ

方

内容など、幅広い年代

策

層が楽しめる展覧会を

業

企画します。

幅広い年

有

代が満足する企画展の

効

開催と巡回展の開催を

性

します。

親子、若者、

継

女性等幅広い年代が楽

続

しめる展覧会を開催
し

に

、リピーターとして定

よ

着するよう努めます。

る成果向上の可能性 低
その他

事業の目的､対象､内容
分 高

受益者負担､補助額
妥当性 中

業務の執行体制(人員配置､業務分担)
低

その他
析

業務プロセス改善による効率化の方策
高

コスト削減の可能性
効率性 中

事業手法(民活の余地､事業形態の検討)
低

その他

今後に向けた課題の分析

３.年度別事業内容・事業費 （単位：千円）

平成18年度 平成19年度 平成20年度 平

項

成21年度 平成22年

目

度 平成23年度 平成2

分

4年度

決算額 決算額 決

析

算額 予算額 試算額 試算

の

額 試算額

事業内容

国庫

視

支出金
財

県支出金
源

起

点

債
内

その他　特財
訳

一

左

般財源

事業費（A）

執

記

行率（%）

内 職員（人

の

）

訳 再任用（人）

人件

視

費（B）

フルコスト（

点

A+B）

に関

４.今後の事業展開

す

（担当課としての提案

る

）
平成22年度の事業

分

の方向性

現状の規模で

析

継続 拡大して継続 縮小

・

して継続 廃止 休止 終了

課

他事業と統合

＜判断理

題

由＞

平成22年度の取

の

組方針

課長コメント

□
抽

親子連れから高齢者に

出

至るまで多くの方々に

総

観覧いただ
●■ き、芸

合

術・文化の振興目的が

評

達成できました。

□ ○

価

□
□ 多くの市民に関心

市

を持たれる展覧会の開

民

催と今後も市民
●■ の

ニ

満足度を高められるよ

ー

う事業を継続します。

ズ

■ ○
□
■ 市民の芸術・

高

文化の振興という目的

事

に合致しています。
●

業

□
○

□
○

□
□ 巡回展の

目

開催で経費節減を目指

的

します。
○

■
●

□
○

□

の

親子連れから高齢者に

達

至るまで、多くの方々

成

が満足する展覧会を行

状

って固定客の獲得をめ

況

ざします。

企画展、特

必

集展の企画展、特集展

要

の企画展、特集展の企

性

画展、特集展の企画展

市

、特集展の企画展、特

の

集展の

開催 開催 開催 開

関

催 開催 開催

0 0 0 0 0

与

0 0

0 0 0 0 0 0 0

0

の

0 0 0 0 0 0

0 0 27

必

,272 36,863

要

36,000 36,0

性

00 36,000

0 4

低

2,857 26,10

事

4 8,568 9,00

そ

0 14,000 9,0

の

00

0 42,857 5

他

3,376 45,43

上

1 45,000 50,
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展開 平成21年度への展開 平成22年度への展開

今後に向けた
課題

事業の方向性

取組方針

事業区分

※実施計画事業評価は、昨年度の事業を評価し、来年度の予算編成の参考としています。

－ Ａ：成果があがった Ａ：成果があがった

－ ①：予定どおり ①：予定どおり

動物彫刻展、学校教材である宮沢賢 絵本作家の田島征三展や速水御舟展
治展や地元作家の展覧会など年間１ 、地元作家の展覧会など年間１２本
２本の展覧会を開催した結果、親子 の展覧会を開催した結果、親子連れ
連れから高齢者まで幅広い年代層の から高齢者まで幅広い年代層の観覧
観覧があり、11万人を超える大幅な があり、７万６千人を超える観覧者
観覧者増となった。 数となりました。

　親子連れから高齢者に至るま

５

で、 親子連れから高齢

.

者に至るまで、多
多く

事

の方々が満足する展覧

業

会を行っ くの方々が満

展

足する展覧会を行って

開

て固定客の獲得をめざ

の

す。 固定客の獲得をめ

経

ざします。

－ 現状の規

緯

模で継続 現状の規模で

平

継続

　幅広い年代が満

成

足する企画展の開 幅広

1

い年代が満足する企画

8

展の開催
催と巡回展の

年

開催 と巡回展の開催を

度

します。

－ 実施計画事

事

業 実施計画事業

業分 平成19年度事業分 平成20年度事業分

進捗状況

主な取組と成果

検証結果

平成20年度への


